
全体総括

18.34

①経常収支比率は前年度より下がったものの100％
を超えており、健全な経営状況を維持している。
③流動比率は類似団体平均を下回っているものの
200％を超える水準を維持しており、短期債務に対
して十分な支払い能力を有している。
④企業債残高対給水収益比率は令和3年度の新規の
起債額が当初の予定より減少したことにより前年度
より低下しているが、令和5年度まで老朽管更新工
事に企業債を活用することとしており、増加傾向と
なる見込みである。
⑤料金回収率は令和2年度に水道料金の減免をおこ
なったため、100％を下回ったが、令和3年度は
100％を上回る水準に回復している。
⑥給水原価は類似団体平均を下回る水準を維持して
おり、効率的な経営ができている。
⑦施設利用率は80％を超える水準で推移しており、
効率的に施設を利用できている。
⑧有収率は前年度に比べ1.47％改善している。引き
続き漏水調査など有収率の改善に努めていく。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は類似団体平均を下回る
ものの、②管路経年化率は類似団体平均を上回って
おり、管路の老朽化が進んでいる。
③管路更新率は建設改良工事の繰越し等により、前
年度を下回り0.64％となった。経年管は今後10年で
更に60㎞増える見込みとなっていることから、令和
4年度以降は年間5㎞以上の更新を行っていくことと
している。

2. 老朽化の状況

給水区域面積(km
2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

全体の指標としては健全な経営状況と言えるもの
の、建設改良工事の多くを企業債に頼っており、企
業債残高対収益比率でも類似団体に比べて高い水準
となっている。今後も企業債に頼った経営を続けて
いくと元利償還金の増加等、将来の経営への影響が
懸念される。
こうした状況を改善するため、令和4年10月から水
道料金の改定を行っており、施設の老朽化に伴う更
新財源の確保と健全で持続的な経営の維持に努めて
いく。

7,847.66 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 72.33 100.00 2,035 143,926

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)

143,585 18.34 7,829.06 ■ 当該団体値（当該値）法適用 水道事業 末端給水事業 A3 非設置

経営比較分析表（令和3年度決算）
埼玉県　朝霞市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 1.45 1.24 1.34 1.14 0.64

平均値 0.74 0.72 0.66 0.67 0.62

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

116.00

118.00

120.00

122.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 120.92 118.71 119.15 118.00 114.06

平均値 113.68 113.82 112.82 111.21 111.89

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 42.02 41.39 41.93 42.81 43.74

平均値 46.99 47.89 48.69 49.62 50.50

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 21.44 22.56 23.09 22.63 23.64

平均値 15.83 16.90 18.26 19.51 21.19

①経常収支比率(％)

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0.35

0.40

0.45

0.50

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.03 0.00 0.00 0.00 0.45

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 294.95 291.48 256.87 269.00 264.98

平均値 337.49 335.60 358.91 360.96 351.29

210.00

220.00

230.00

240.00

250.00

260.00

270.00

280.00

290.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 274.37 273.40 272.17 280.32 247.51

平均値 265.92 258.26 247.27 239.18 236.29

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 104.25 101.19 100.40 94.11 100.87

平均値 105.86 106.07 105.34 101.89 104.33

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 120.05 124.38 125.71 123.20 123.61

平均値 158.58 159.22 159.60 156.32 157.40

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 88.78 87.54 82.94 86.61 84.71

平均値 62.38 62.83 62.05 63.23 62.59

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 89.82 86.53 91.92 93.02 94.49

平均値 89.17 88.86 89.11 89.35 89.70

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【111.39】 【1.30】 【261.51】 【265.16】

【90.12】【60.29】【167.74】【102.35】

【50.88】 【22.30】 【0.66】



①有形固定資産減価償却率は、類似団体平均や全国
平均より低い値で推移していますが、これは、法適
用前に減価償却された資産が累計額として計上され
ていないことによるものです。
本市では、下水道施設の計画的な改修・更新のた
め、平成29年度からストックマネジメント事業に取
り組んでおり、今後も計画に基づき、施設の適切な
維持管理を行っていきます。

2. 老朽化の状況

全体総括

本市の下水道事業は、下水道使用料や一般会計から
の繰入金などで財源を賄っている状況ですが、その
中でも下水道使用料については、事業運営の上で、
重要な財源となります。しかしながら、近年の節水
意識の高まりや、節水技術の向上などによって、下
水道使用料の収入額が減少傾向となる可能性も考え
られます。令和2年度より法適用し、経営基盤の強
化・財政マネジメントの向上等に取り組んでいると
ころですが、今後も引き続き、各指標の動向を注視
し、より一層の適切な管理・運営を行っていく必要
があります。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

140,780 11.01 12,786.56 【】 令和3年度全国平均

処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
令和3年度決算において100％を超えている状況です
が、財源の一部は一般会計からの繰入金で補ってい
ます。繰入金は一般会計の財政状況に影響されやす
いことや、大型事業に充てる企業債借り入れの関係
で、今後の支払利息が増加する可能性が考えられる
ことから、引き続き経営の効率化を図っていく必要
があります。
②累積欠損金比率
欠損金は発生していません。
③流動比率
100％を上回っており、一年以内に支払うべき債務
に対する支払い能力があることを示しています。
④企業債残高対事業規模比率
類似団体平均、全国平均と比較し、低い値で推移し
ていますが、今後、雨水対策などの大型事業に対す
る企業債借り入れが予定されているため、値の上昇
が見込まれます。
⑤経費回収率
100％を下回っており、汚水処理費が使用料で賄え
ていません。維持管理費等の見直し・効率化などに
より、適正な事業運営を行う必要があります。
⑥汚水処理原価
類似団体平均、全国平均と比較し、低い値で推移し
ています。
⑧水洗化率
平均を上回る水準にありますが、未接続世帯の減少
を図るため、継続的に啓発活動を行っていきます。

資金不足比率(％)

- 82.72 97.81 83.79 1,155

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

143,585

処理区域内人口(人)

18.34 7,829.06 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Aa 非設置

経営比較分析表（令和3年度決算）
埼玉県　朝霞市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0.35

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 0.16 0.33

平均値 - - - 0.14 0.15

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 108.13 110.14

平均値 - - - 107.09 107.96

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 4.41 8.75

平均値 - - - 23.38 24.59

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

10.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 0.00 0.00

平均値 - - - 8.20 9.43

①経常収支比率(％)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 0.00 0.00

平均値 - - - 0.59 0.68

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

500.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 208.37 472.80

平均値 - - - 77.72 86.61

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 134.18 135.35

平均値 - - - 485.60 463.93

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 107.15 92.21

平均値 - - - 99.95 103.40

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 57.18 66.65

平均値 - - - 110.21 110.26

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - - -

平均値 - - - 64.93 65.68

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - - - 99.09 99.11

平均値 - - - 97.70 97.59

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【107.02】 【3.09】 【71.39】 【669.11】

【95.72】【59.99】【134.98】【99.73】

【38.17】 【6.54】 【0.24】


